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▶︎�研修会報告（関東地区災害支援連
絡会議・関東地区大学部会・関西
地区聖書科研究会）� 〈２〜３面〉
▶︎加盟校動静（新年度）� 〈３面〉
▶︎キリスト教教育者物語� 〈４面〉
▶︎青山学院大学マクレイ記念館開館
� 〈 〃 〉
▶︎公募／行事予定� 〈 〃 〉 新たな時代におけるキリスト教学校の使命と連帯―いのちの輝きと平和を求めて―

2024・2025年度教研テーマ

　教育同盟では、キリスト教学校の後継者養成につい
ての議論が活発化していますが、われわれの足元であ
り、後継者の源泉をなすキリスト教学校の教育現場の
振り返りも必要です。
　私は、キリスト教学校の必要条件は以下の三つであ
ると考えています。第一はキャンパスの内部で礼拝が
行われていること。明治政府が「訓令第十二号」によ
ってキリスト教学校の弱体化を意図したとき、学内礼
拝の遵守はキリスト教学校であることの試金石となり
ました。上級学校へ進学できるようにと、礼拝を止め
てキリスト教学校を返上した学校、学外の施設である
寮などで細々と礼拝を守った学校など『同盟百年史』
は先人の苦労を伝えています。第二は、「聖書科」、
「キリスト教学」が教育課程の必修科目とされている
ことです。戦後「聖書科」は、「道徳」の代替をする
ことができるとの文部省見解のもとに進んできました
が、「道徳」が必修化された折に、「聖書科」の位置付
けについて議論が交わされたことは記憶に新しいこと
です。第三は、読書会であれ、聖歌隊であれ「キリス
トの香りを放つ課外活動」が活発に行われていること
です。これについては、受験競争の重圧、サークル活
動の衰退につれて、どこの学校も苦労しているのでは
ないでしょうか。

　そして3年余り続いたコロナ禍です。東北学院大学
は、礼拝出席数において全国で一、二位を誇る大学で
す。私が着任したコロナ前の2019年度には延べ8万人
の学生が礼拝に出席していました。礼拝出席者の少な
いことを嘆いている東京のキリスト教大学からすれば
驚くべき人数です。ところが、コロナ禍が収束し、対
面での礼拝が再開された2023年度は二万四千人に減少
しました。説教者、オルガニストは心をこめて準備を
し、教職員は礼拝への出席を勧めています。それで
も、出席する機会を遠隔授業によって妨げられた上級
生にとって、対面での大学礼拝は余りにも敷居が高い
のです。復旧には時間がかかるでしょう。
　反面、嬉しい出来事も起こっています。東北学院は
これまで各設置校を架橋する法人の宗教センターをも
ちませんでした。コロナ禍と同時に立ち上げた宗教セ
ンターが機能し始めました。宗教センター主催の
TGCF（東北学院クリスチャン・フェローシップ）の
音楽礼拝や英語礼拝には毎回、30人を越える学生が自
主的に参加しています。彼らの賛美の声はまだ弱いの
ですが、SBNR（Spiritual but not Religious）時
代の学生たちの想いに耳を傾けることから、ポスト・
コロナの時代が始まるのではないかと考えています。
 （東北学院　院長・大学学長）

大西 晴樹
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７
月
７
月
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土
）〜

日（
土
）〜
2222
日（
月
）

日（
月
）

清
里
・
清
泉
寮
に
て
開
催

清
里
・
清
泉
寮
に
て
開
催

《
申
込
締
切
６
月

《
申
込
締
切
６
月
1414
日（
金
）》

日（
金
）》

「
キ
リ
ス
ト
教
学
校
で
事
務
職
員
と
し
て
働
く
と
は
」

「
キ
リ
ス
ト
教
学
校
で
事
務
職
員
と
し
て
働
く
と
は
」

主
題

夏
期
学
校
の
ご
案
内

事
務
職
員
夏
期
学
校

�

実
行
委
員
長

佐
々
木 

潤

（
青
山
学
院
宗
教
セ
ン
タ
ー
）

一
般
社
団
法
人
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
同
盟

２
０
２
４
年
度「
キ
リ
ス
ト
教
学
校

　

教
育
振
興
助
成
」の
募
集
に
つ
い
て

　
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
を
推
進
す
る
研
修
・
研
究
等
へ

の
助
成
制
度
で
す
。
要
項
・
申
請
書
等
詳
細
は
教
育
同
盟

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
「
お
知
ら
せ
」
又
は

「
緊
急
ニ
ュ
ー
ス
」よ
り
）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

助
成
金
＝
総
額
６
０
０
万
円

助
成
先
選
考
日
程
（
予
定
）

　
４
月
８
日
（
月
）
募
集
開
始

　
６
月
15
日
（
土
）
申
請
締
め
切
り

　
７
月
９
日
（
火
）
助
成
先
発
表
（
Ｈ
Ｐ
）

　
昨
年
、
４
年
ぶ
り
に
対
面

で
実
施
さ
れ
た
事
務
職
員
夏

期
学
校
は
、
今
年
、
開
催
場

所
を
山
梨
県
北
杜
市
清
里
の

清
泉
寮
に
移
し
、
７
月
20
日

（
土
）
～
22
日
（
月
）
に
行

わ
れ
ま
す
。

　
校
長
に
安
藤
理
恵
子
氏

（
玉
川
聖
学
院
）、
主
題
講

演
講
師
に
キ
リ
ス
ト
新
聞
社

の
松
谷
信
司
氏
、
牧
師
に
五

十
嵐
成
見
氏
（
東
京
女
子
大

学
）、
特
別
講
演
講
師
と
し

て
ゴ
ス
ペ
ル
シ
ン
ガ
ー
の
塩

谷
達
也
・
美
和
夫
妻
を
迎
え

ま
す
。

　
こ
の
研
修
で
は
、「
キ
リ

ス
ト
教
学
校
で
事
務
職
員
と

し
て
働
く
と
は
？
」
を
毎
年

主
題
と
し
て
お
り
、
キ
リ
ス

ト
教
学
校
で
働
く
若
手
職
員

が
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
建
学

の
精
神
や
キ
リ
ス
ト
教
に
関

す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と
を

主
な
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
礼
拝
や

ゴ
ス
ペ
ル
を
体
験
し
、
大
自

然
の
中
で
参
加
者
と
の
交
流

を
通
し
て
素
晴
ら
し
い
機
会

に
な
る
こ
と
を
信
じ
、
委
員

一
同
準
備
い
た
し
ま
す
。

《
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
》

安
藤
理
恵
子
氏

　
宮
城
県
仙
台
市
生
ま
れ
。

東
京
大
学
文
学
部
倫
理
学
科

卒
業
。
ア
バ
デ
ィ
ー
ン
大
学

神
学
修
士
。
キ
リ
ス
ト
者
学

生
会
（
Ｋ
Ｇ
Ｋ
）
に
て
20
年

間
勤
務
の
後
、
２
０
１
３
年

よ
り
玉
川
聖
学
院
学
院
長
。

日
本
神
の
教
会
連
盟
練
馬
神

の
教
会
牧
師
。
ワ
ー
ル
ド
・

ビ
ジ
ョ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
理

事
。
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育

同
盟
理
事
。
著
書
「
い
ま
を

生
き
る
あ
な
た
へ　
神
に
招

か
れ
て
」

松
谷
信
司
氏

　
キ
リ
ス
ト
新
聞
社
代
表
取

締
役
社
長
。
１
９
７
６
年
福

島
県
生
ま
れ
。
テ
レ
ビ
朝
日

の
報
道
編
集
部
、
立
教
小
学

校
教
員
を
経
て
転
職
。
雑
誌

「
ミ
ニ
ス
ト
リ
ー
」
の
創
刊

に
関
わ
る
。
現
在
、「
キ
リ

ス
ト
新
聞
」
編
集
長
と
し
て

カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
、
ア
プ
リ
な

ど
の
開
発
に
も
着
手
。
著
書

に
『
宗
教
改
革
２
・
０
へ
』

（
こ
ろ
か
ら
）、『
キ
リ
ス
ト

教
の
リ
ア
ル
』（
ポ
プ
ラ

社
）
な
ど
。

五い
か
ら
し

十
嵐
成
見
氏

　
新
潟
県
生
ま
れ
。
青
山
学

院
大
学
、
東
京
神
学
大
学

院
、
聖
学
院
大
学
院
（
博

士
）
修
了
。
複
数
の
教
会
牧

師
、
聖
学
院
大
学
准
教
授
・

チ
ャ
プ
レ
ン
を
経
て
、
現

在
、
東
京
女
子
大
学
現
代
教

養
学
部
准
教
授
（
キ
リ
ス
ト

教
学
）。
大
学
生
時
代
の
友

人
と
の
絶
交
及
び
和
解
を
契

機
に
牧
師
を
志
す
。
基
本
的

に
リ
ア
充
な
こ
と
が
好
き
。

塩
谷
達
也
氏
・
美
和
氏

　
シ
ン
ガ
ー
、
ソ
ン
グ
ラ
イ

タ
ー
と
し
て
音
楽
業
界
で
活

躍
し
て
き
た
ゴ
ス
ペ
ル
シ
ン

ガ
ー
塩
谷
達
也
と
、
米
軍
基

地
黒
人
教
会
で
の
経
験
を
生

か
し
ゴ
ス
ペ
ル
礼
拝
の
ス
ピ

リ
ッ
ト
を
日
本
に
伝
え
る
塩

谷
美
和
の
夫
婦
。
音
楽
と
礼

拝
を
通
し
て
、
長
年
に
渡

り
、
国
内
外
で
多
く
の
人
に

福
音
と
ゴ
ス
ペ
ル
の
力
を
伝

え
て
来
た
。
そ
の
活
動
は
多

岐
に
渡
り
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス

ク
ー
ル
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
講

義
な
ど
も
数
多
い
。

４月号３面の詳しい説明
と23年度実績報告もご覧
下さい。

夏
期
学
校
校
長

�

安
藤
理
恵
子
氏

主
題
講
演

�

松
谷
信
司
氏

牧
師

�

五
十
嵐
成
見
氏

特
別
講
演

塩
谷
達
也
氏
・
美
和
氏

　
「
だ
か
ら
、
蛇
の
よ
う
に
賢
く
、

鳩
の
よ
う
に
素
直
に
な
り
な
さ
い
。」

（
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
10
章
16

節
）

　
桃
山
学
院
は
本
年
、
創
立
１
４
０

年
を
迎
え
ま
し
た
。
大
阪
川
口
の
外

国
人
居
留
地
に
あ
っ
た
教
会
で
、
英

国
人
宣
教
師
Ｃ
・
Ｆ
・
ワ
レ
ン
大
執

事
に
よ
っ
て
、
た
っ
た
11
人
の
生
徒

か
ら
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
の
成

長
し
た
桃
山
学
院
を
ワ
レ
ン
師
が
見

た
ら
、
ど
う
お
っ
し
ゃ
る
だ
ろ
う
か

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
明
治
初
期
の

混
乱
だ
ら
け
の
時
期
に
、
ど
の
よ
う

な
思
い
を
持
っ
て
来
日
さ
れ
た
の
か

も
お
聞
き
し
て
み
た
い
で
す
。
推
測

で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
信
教
の
自

由
が
保
証
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
当
時

の
日
本
で
、
ワ
レ
ン
師
は
力
強
い
信

仰
を
持
っ
て
、
桃
山
創
設
と
そ
の
運

営
に
努
力
し
て
い
っ
た
の
で
し
ょ

う
。
そ
し
て
、
日
本
宣
教
の
困
難
に

遭
遇
し
な
が
ら
ワ
レ
ン
師
は
、
右
記

の
聖
書
箇
所
を
何
度
も
読
み
返
し
た

こ
と
で
あ
ろ
う
と
想
察
し
ま
す
。

　
ワ
レ
ン
師
と
同
じ
よ
う
に
、
各
学

院
、
学
園
の
創
立
者
は
キ
リ
ス
ト
者

と
し
て
の
様
々
な
信
念
を
も
っ
て
、

教
育
に
専
念
し
て
来
ら
れ
た
こ
と
で

聖書のことば

松平　功

Ｃ
・
Ｆ
・
ワ
レ
ン
大
執
事

し
ょ
う
。
我
々
は
そ
の
よ
う
な
宣
教

師
や
創
設
者
の
「
遺
志
を
継
ぐ
者
」

と
し
て
、
初
心
に
い
つ
も
戻
っ
て
考

え
る
と
い
う
態
度
が
重
要
だ
と
思
い

ま
す
。
ミ
ッ
シ
ョ
ン
系
が
ミ
ッ
シ
ョ

ン
系
で
あ
る
こ
と
の
意
義
を
考
え
る

の
で
す
。
外
国
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
ら

な
い
学
校
も
同
様
で
す
。
キ
リ
ス
ト

教
を
土
台
と
し
て
設
立
さ
れ
た
教
育

機
関
は
、
創
始
者
や
設
立
者
の
考
え

を
手
本
と
す
る
賢
さ
が
い
る
し
、
そ

の
手
本
を
受
け
入
れ
る
と
い
う
素
直

さ
も
必
要
だ
と
思
う
の
で
す
。

　
「
蛇
の
よ
う
に
賢
く
、
鳩
の
よ
う

に
素
直
に
な
り
な
さ
い
」
と
い
う
、

対
局
す
る
二
面
性
の
追
求
は
難
し
い

こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
キ
リ
ス

ト
教
学
校
は
、
こ
の
二
面
性
の
追
求

が
必
要
と
さ
れ
る
の
で
す
。
21
世
紀

の
学
校
運
営
は
少
子
化
を
は
じ
め
と

す
る
様
々
な
問
題
を
抱
え
て
い
て
、

昔
の
困
難
さ
と
は
状
況
的
に
全
く
違

い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
中

に
あ
っ
て
も
蛇
の
よ
う
に
賢
く
創
立

者
た
ち
の
遺
志
を
継
ぎ
、
鳩
の
よ
う

に
素
直
に
キ
リ
ス
ト
教
を
学
校
運
営

の
中
心
と
し
つ
つ
、
キ
リ
ス
ト
教
精

神
に
沿
っ
た
学
校
と
し
て
礼
拝
を
守

り
続
け
、
聖
書
を
教
え
、
キ
リ
ス
ト

教
学
校
と
し
て
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

編
成
し
、
さ
ら
に
、
キ
リ
ス
ト
教
の

講
演
会
や
チ
ャ
ペ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
も

継
続
し
な
が
ら
、
教
育
と
い
う
形
の

宣
教
を
整
え
て
い
け
れ
ば
と
願
う
次

第
で
す
。

〈
桃
山
学
院
中
学
校
高
等
学
校
チ
ャ

プ
レ
ン
・
宗
教
科
主
任
〉
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同
盟
総
会
で
「
教
員
後
継

者
養
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員

会
」
発
足
が
承
認
さ
れ
た
の

は
２
０
０
６
年
の
こ
と
で
し

た
。
将
来
の
キ
リ
ス
ト
教
学

校
を
支
え
る
ク
リ
ス
チ
ャ
ン

や
キ
リ
ス
ト
教
教
育
を
担
え

る
教
師
を
見
出
し
、
各
学
校

の
採
用
に
繋
げ
た
い
と
い
う

思
い
が
あ
り
ま
し
た
。

　
最
初
の
取
り
組
み
と
し

て
、
い
く
つ
か
の
教
職
課
程

を
も
つ
加
盟
大
学
で
ガ
イ
ダ

ン
ス
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
は
加
盟
校
出
身
者
で
教

員
を
目
指
す
大
学
生
が
多
く

集
ま
り
、
刺
激
的
な
学
び
と

情
報
収
集
の
機
会
と
な
り
ま

し
た
。
そ
れ
ま
で
そ
う
し
た

場
が
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。

　
関
東
地
区
の
い
く
つ
か
の

大
学
が
先
進
的
な
取
り
組
み

を
始
め
ま
し
た
。
ガ
イ
ダ
ン

ス
に
加
え
て
、
キ
リ
ス
ト
教

学
校
体
験
見
学
会
や
教
職
員

養
成
講
座
な
ど
が
提
供
さ

れ
、
志
望
学
生
の
学
び
の
機

会
が
増
え
ま
し
た
。
他
の
地

区
に
も
呼
び
か
け
、
全
４
地

区
に
お
い
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

展
開
す
る
教
職
員
が
現
れ
ま

し
た
。
当
初
は
全
国
展
開
を

想
定
し
て
い
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
し
た
が
、
地
域
や
大
学

の
状
況
の
違
い
か
ら
、
比
較

的
早
い
段
階
で
地
区
ご
と
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
実
施
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
但
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
受
講

生
が
希
望
し
て
も
、
必
ず
し

も
キ
リ
ス
ト
教
学
校
に
採
用

さ
れ
る
と
は
限
ら
ず
、
こ
の

状
況
が
悩
み
の
種
で
し
た
。

全
て
の
受
講
生
が
加
盟
校
の

求
め
る
教
師
像
に
適
合
す
る

わ
け
で
は
な
く
、
志
は
あ
っ

て
も
教
科
の
能
力
や
他
の
ス

キ
ル
が
不
足
し
て
い
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。
と
く
に
新
卒

者
は
、
専
任
職
を
求
め
、
嘱

託
や
非
常
勤
を
避
け
る
傾
向

が
あ
り
、
早
い
段
階
で
公
立

学
校
教
員
に
志
望
を
変
更
し

て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
よ
く
見

ら
れ
ま
す
。
私
学
の
採
用
プ

ロ
セ
ス
は
時
間
が
か
か
り
、

優
秀
な
人
物
で
あ
っ
て
も
非

採
用
の
通
知
が
出
た
こ
ろ
に

は
、
す
で
に
他
の
募
集
は
な

く
な
っ
て
い
る
と
い
っ
た
こ

と
も
起
こ
り
得
る
こ
と
か

ら
、
よ
り
リ
ス
ク
の
少
な
い

採
用
や
業
種
へ
と
流
れ
て
い

く
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
キ
リ

ス
ト
教
学
校
の
多
い
大
都
市

圏
と
地
方
都
市
と
で
は
学
生

の
意
識
も
異
な
り
ま
す
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
か
ら

18
年
が
経
ち
、
後
継
者
養
成

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
こ
れ

ま
で
多
く
の
優
れ
た
教
職
員

を
加
盟
校
に
送
り
出
し
て
き

ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
・
プ

ロ
グ
ラ
ム
や
オ
ン
デ
マ
ン
ド

講
座
も
推
進
し
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
こ
こ
に
き
て
、

こ
の
国
の
教
員
志
望
者
自
体

が
減
少
す
る
と
い
う
事
態
に

直
面
し
て
い
ま
す
。
教
員
の

仕
事
の
厳
し
さ
が
メ
デ
ィ
ア

で
頻
繁
に
取
り
上
げ
ら
れ
、

心
身
の
健
康
に
影
響
を
与
え

る
な
ど
の
報
道
が
増
え
る
た

び
に
、
学
生
た
ち
の
教
師
へ

の
熱
意
が
薄
れ
て
い
き
ま

す
。
公
立
学
校
の
教
員
採
用

倍
率
も
大
都
市
圏
を
中
心
に

急
激
に
低
下
し
、
こ
れ
に
伴

い
教
員
採
用
試
験
の
早
期
化

や
複
線
化
の
動
き
が
見
ら
れ

ま
す
。
し
か
し
一
方
で
キ
リ

ス
ト
教
学
校
の
教
員
養
成
お

よ
び
採
用
プ
ロ
セ
ス
は
、
新

た
な
一
手
を
打
ち
出
せ
ず
に

い
ま
す
。「
キ
リ
ス
ト
教
教

育
を
担
え
る
教
師
の
育
成
」

を
考
え
て
き
ま
し
た
が
、
慢

性
的
な
教
師
不
足
が
加
盟
校

の
教
育
に
重
く
の
し
掛
か
っ

て
き
て
い
ま
す
。

　
18
年
前
と
は
学
校
を
取
り

巻
く
状
況
は
随
分
変
わ
り
ま

し
た
。
後
継
者
養
成
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
あ
り
方
も
見
直
し
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ど
の

よ
う
な
教
員
養
成
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
必
要
な
の
で
し
ょ
う

か
。
20
年
後
30
年
後
の
各
加

盟
校
の
姿
、
日
本
の
キ
リ
ス

ト
教
学
校
の
姿
を
、
よ
り
具

体
的
に
シ
ミ
ュ
レ
ー
ト
し
な

が
ら
、
教
員
養
成
と
教
員
採

用
の
対
策
を
講
じ
る
こ
と
が

急
務
で
あ
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。

　
『
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
職

員
志
願
者
ガ
イ
ダ
ン
ス
』
を

年
間
に
６
回
開
催
し
て
い
ま

す
。
関
西
学
院
大
学
、
金
城

学
院
大
学
、
神
戸
女
学
院
大

学
、
同
志
社
大
学
、
同
志
社

女
子
大
学
を
会
場
に
し
て
、

将
来
、
キ
リ
ス
ト
教
学
校
へ

の
就
職
を
志
願
し
て
い
る
大

学
生
、
大
学
院
生
を
対
象
に

し
て
い
ま
す
。
２
０
２
３
年

度
は
い
ず
れ
の
会
場
も
数
名

の
出
席
者
で
し
た
。

　
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
前
半
は
中

学
校
や
高
等
学
校
の
校
長
、

宗
教
主
事
が
「
私
立
学
校
・

キ
リ
ス
ト
教
学
校
と
は
、
ど

の
よ
う
な
学
校
な
の
か
」

「
私
立
学
校
、
キ
リ
ス
ト
教

主
義
学
校
の
リ
ア
ル
～
こ
だ

わ
り
の
あ
る
学
校
で
働
く
喜

び
と
具
体
的
な
チ
ャ
レ
ン
ジ

方
法
」
と
い
っ
た
テ
ー
マ
で

映
像
や
画
像
を
交
え
て
の
学

校
紹
介
や
キ
リ
ス
ト
教
学
校

で
働
く
意
義
を
講
演
し
て
く

だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
後
半

は
、
講
演
を
お
聴
き
し
て
、

出
席
者
か
ら
の
質
問
に
答
え

る
と
い
う
形
で
展
開
し
て
い

き
ま
す
。

　
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
90
分
間
は

い
ず
れ
も
時
間
オ
ー
バ
ー
す

る
ほ
ど
に
盛
り
上
が
り
、
対

話
は
熱
気
に
満
ち
て
い
き
ま

す
。
こ
こ
で
は
現
場
の
生
き

た
教
員
の
声
を
学
生
た
ち
が

聴
く
チ
ャ
ン
ス
と
な
っ
て
い

ま
す
。公
立
学
校
と
は
違
い
、

キ
リ
ス
ト
教
学
校
に
就
職
す

る
た
め
の
方
法
は
学
校
に
よ

っ
て
異
な
る
こ
と
も
あ
り
、

キ
リ
ス
ト
教
学
校
に
就
職
を

希
望
し
て
い
る
学
生
た
ち
に

は
、
不
明
瞭
な
部
分
が
不
安

に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う

感
じ
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
思
い
を
く
み
な
が
ら
、

具
体
的
な
方
法
に
つ
い
て
答

え
て
い
ま
す
。
授
業
と
重
な

る
な
ど
の
日
程
の
都
合
で
ガ

イ
ダ
ン
ス
に
参
加
で
き
な
い

学
生
に
は
、
関
東
地
区
と
共

同
で
制
作
し
て
い
る
オ
ン
ラ

イ
ン
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
た
め
の

オ
ン
デ
マ
ン
ド
（
オ
ン
ラ
イ

ン
視
聴
形
態
）
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
『
キ
リ
ス
ト
教
学
校
体
験

・
見
学
会
』
は
関
西
学
院
初

等
部
、
関
西
学
院
中
学
部
、

金
城
学
院
中
学
校
・
高
等
学

校
、
神
戸
女
学
院
中
学
部
・

高
等
学
部
、
同
志
社
国
際
中

学
校
・
高
等
学
校
を
会
場

に
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
参
加
し

た
学
生
た
ち
が
申
し
込
ん
で

い
ま
す
。
半
日
あ
る
い
は
一

日
、
学
校
で
生
活
し
、
リ
ア

ル
に
礼
拝
や
授
業
参
観
を
し

ま
す
。
教
育
実
習
と
は
違
っ

た
形
で
、
多
角
的
に
学
校
で

の
教
育
活
動
を
よ
り
深
く
体

験
す
る
こ
と
で
、
学
生
た
ち

に
キ
リ
ス
ト
教
学
校
で
働
き

た
い
と
い
う
思
い
を
よ
り
深

め
て
も
ら
う
機
会
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
教
育
同
盟
の
「
教
職
員
就

職
支
援
登
録
制
度
」
は
、
キ

リ
ス
ト
教
学
校
へ
の
就
職
希

望
者
が
登
録
カ
ー
ド
を
提

出
、
事
務
局
で
オ
ン
ラ
イ
ン

面
談
を
し
た
う
え
で
登
録
さ

れ
ま
す
。
加
盟
大
学
の
在
校

生
、
加
盟
学
校
の
卒
業
生
、

ま
た
教
会
信
徒
で
あ
る
方
が

登
録
の
対
象
者
で
す
。
信
徒

お
よ
び
加
盟
校
で
の
生
活
を

経
験
し
て
キ
リ
ス
ト
教
に
理

解
の
あ
る
方
々
を
紹
介
で
き

る
こ
と
が
特
長
の
制
度
で

す
。

　
個
人
情
報
を
除
い
た
登
録

者
一
覧
を
グ
ー
グ
ル
ド
ラ
イ

に
も
期
待
し
た
い
と
思
い
ま

す
。�

〈
事
務
局
報
〉

２
０
２
３
年
度

就
職
支
援
登
録
状
況
報
告

　
23
年
度
の
登
録
者
は
35
名

（
22
年
度
40
名
）、
う
ち
加

盟
校
へ
の
就
職
決
定
報
告
者

判
明
分
は
３
名
（
22
年
度
８

名
）。
ま
た
、
加
盟
校
か
ら

の
公
募
申
込
件
数
（
本
紙
及

び
教
育
同
盟
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
）

は
延
べ
４
４
８
件
（
22
年
度

４
５
９
件
）
で
し
た
。

登
録
カ
ー
ド
や
学
校
・
教
会

か
ら
の
推
薦
状
デ
ー
タ
を
お

届
け
し
ま
す
。

　
教
免
取
得
者
が
減
っ
て
い

る
た
め
、
制
度
の
登
録
人
数

も
年
毎
に
減
少
傾
向
に
あ
る

こ
と
が
課
題
で
す
。
昨
年
度

は
ご
紹
介
で
き
な
い
教
科
等

も
生
じ
ま
し
た
。
小
中
高
校

で
は
ぜ
ひ
教
育
実
習
生
、
大

学
で
は
教
免
取
得
中
の
学
生

に
対
し
て
、
所
属
教
会
の
あ

る
皆
様
に
は
教
会
で
こ
の
制

度
を
ご
周
知
い
た
だ
く
こ
と

　
２
０
２
４
年
は
能
登
半
島

地
震
、
羽
田
空
港
で
の
衝
突

事
故
な
ど
、
心
痛
め
る
始
ま

り
と
な
り
ま
し
た
。
同
盟
加

盟
校
で
あ
る
北
陸
学
院
や
北

陸
地
方
で
被
災
さ
れ
た
方
々

に
お
見
舞
い
申
し
あ
げ
る
と

と
も
に
、
犠
牲
と
な
ら
れ
ま

し
た
方
々
の
魂
の
平
安
を
お

祈
り
し
ま
す
。

　
さ
て
、
自
然
災
害
は
ク
リ

ス
マ
ス
も
お
正
月
も
夏
休
み

も
、
人
間
の
都
合
な
ど
お
構

い
な
い
し
に
や
っ
て
き
て
、

人
々
の
日
常
を
奪
っ
て
い
き

ま
す
。
能
登
半
島
地
震
に
お

い
て
、
改
め
て
私
た
ち
は
災

禍
の
只
中
に
生
き
て
い
る
の

だ
と
い
う
こ
と
を
実
感
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
も
台

湾
で
の
大
地
震
や
南
海
ト
ラ

フ
地
震
を
想
起
さ
せ
る
よ
う

な
地
震
が
列
島
各
地
で
頻
発

し
て
い
ま
す
。
学
校
現
場
で

も
児
童
・
生
徒
・
学
生
・
教

職
員
の
命
を
守
る
た
め
に
、

風
水
害
を
含
め
首
都
直
下
型

地
震
な
ど
の
脅
威
に
備
え
た

訓
練
や
対
策
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
昨
年
、
麻
布
台
ヒ
ル
ズ
が

完
成
し
、
話
題
と
な
っ
た
森

ビ
ル
。
約
20
年
前
に
開
業
し

た
六
本
木
ヒ
ル
ズ
は
東
日
本

大
震
災
の
際
に
も
停
電
す
る

こ
と
な
く
、
多
く
の
帰
宅
困

難
者
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
当
時
、
青
山

学
院
大
学
を
は
じ
め
立
教
大

学
な
ど
で
も
駅
に
あ
ふ
れ
た

大
量
の
帰
宅
困
難
者
を
受
け

入
れ
、
手
探
り
の
中
で
職
員

が
奮
闘
し
ま
し
た
。

　
当
時
の
教
訓
を
活
か
し
、

（
３
面
に
つ
づ
く
）

特集

教
職
員
後
継
者
養
成
部
会
の
働
き

教
職
員
後
継
者
養
成
部
会
の
働
き

1010
年
後
、

年
後
、2020
年
後
の
キ
リ
ス
ト
教
学
校
を
支
え
る

年
後
の
キ
リ
ス
ト
教
学
校
を
支
え
る

青山学院　学院宗教部長
教育同盟後継者養成部会委員長 伊藤 悟

後継者養成部会の後継者養成部会の
� 歩みと課題� 歩みと課題

関西学院　中学部宗教主任
教育同盟後継者養成部会
　　　　　関西地区委員長  福島 旭

後継者養成部会の活動後継者養成部会の活動
〜関西地区2023年度の実践〜

サイトのトップページ

〈
情
報
・
動
画
サ
イ
ト
〉

キ
リ
ス
ト
教
学
校
後
継
者

養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
関
東
地
区
の
養
成
部
会

が
制
作
し
た
サ
イ
ト
を
同

盟
Ｈ
Ｐ
「
教
職
員
後
継
者

養
成
部
会
の
お
知
ら
せ
」

欄
か
ら
閲
覧
で
き
ま
す
。

　
「
教
職
員
志
願
者
ガ
イ

ダ
ン
ス
」「
キ
リ
ス
ト
教

学
校
体
験
見
学
会
」
ペ
ー

ジ
に
は
関
東
地
区
開
催
の

集
会
の
予
定
を
掲
載
。
オ

ン
ラ
イ
ン
開
催
の
志
願
者

ガ
イ
ダ
ン
ス
に
は
関
東
地

区
以
外
か
ら
の
参
加
者
も

増
え
て
い
ま
す
。

　
「
教
職
員
養
成
講
座
」

ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
関
東
地

区
と
関
西
地
区
が
共
同
で

制
作
し
た
講
座
動
画
に
繋

が
り
ま
す
。
教
師
に
な
る

た
め
の
準
備
や
キ
リ
ス
ト

教
学
校
に
つ
い
て
、
オ
ン

デ
マ
ン
ド
配
信
で
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
（
視
聴
に

は
受
講
者
登
録
が
必
要
）。

　
こ
れ
ら
の
動
画
は
今
後

さ
ら
に
全
国
的
に
活
用
さ

れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

〔緊急アンケート〕〔緊急アンケート〕  教員採用の現状について教員採用の現状について��（（中学校・高等学校中学校・高等学校
ご 回 答 よ りご 回 答 よ り））��

キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
職
員

就
職
支
援
登
録
制
度　後継者養成部会が教職志願の方に学びの場の提

供を続けていますが、採用する側の学校からは教
員採用が次第に困難になりつつあるという声を聞
く機会が増えました。そこで約40校の加盟学校
（中高）にアンケートを急遽お願いし、その半数
からご回答いただきました。小さな母数ですが、
見て取れる傾向が現れましたので、紹介いたしま
す。

◇採用において人手（教員）不足を感じますか
　「感じる」「どちらかといえば感じる」の選択
肢にほぼすべての回答が集まりました。

◇以前と比べ、採用活動に難しさはありますか
　「ある」という回答が多数でした。

◇クリスチャン採用は意識的に行われていますか
　「行っている」と回答された学校もありました
が、「行いたいが実現が難しい」という声が半数
以上となりました。

※他にも様々な意見をお寄せいただきましたので、
6月号に掲載予定の小特集でご紹介いたします。

　今回の回答から、確定的なことは言えませ
んが、教員採用には多くの学校が困難を抱え
ており、特に数学や理科、情報など理系分野
の教員不足が伺われる結果となりました。

◇採用活動が特に難しい傾向にある教科は
　今回は、理科が「特に採用が難しい教科」の半
数を占めました。（ほかに国語科／数学科／情報
科／聖書科／技術科／保健体育科など。）

◇教員採用に利用されている手段は（複数回答）
　「学校ホームページ」「教育同盟ホームページ・
機関紙」での募集を中心に、「教職員採用サイト」
「教員派遣会社」利用という回答が続きました。
　少数意見：「学校法人・母体教会からの発信」
「知人を通して」「教会・大学就職課への働きか
け」「キリスト者学生会」「県私学協会」など

研
修
会
報
告

研
修
会
報
告

〈
関
東
地
区
・
関
西
地
区
主
催
〉

〈
関
東
地
区
・
関
西
地
区
主
催
〉

2023年度
災害支援連絡会議
  研修会

関東地区

担当科目、希望校種・地
域等を掲載し、随時更新

ブ
か
ら
閲
覧
で
き
る
よ
う
、

毎
春
、
加
盟
校
の
代
表
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
宛
に
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を

お
送
り
し
て
い
ま
す
。
各
校

の
採
用
関
係
者
が
連
絡
を
取

り
た
い
登
録
者
に
つ
い
て
事

務
局
に
問
い
合
わ
せ
る
と
、
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長
の
枝
川
豊

先
生
か
ら
歓

迎
の
ご
挨
拶

を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
今
回
の
研

究
会
の
内
容

は
、
高
等
部

か
ら
井
上
真

歩
先
生
の
高

２
授
業
、
宗

教
主
事
の
松

隈
協
委
員
の

高
１
授
業
、

そ
し
て
高
３
選
択
授
業
を
担

当
し
て
い
る
藤
井
航
先
生
の

授
業
内
容
報
告
と
い
う
そ
れ

ぞ
れ
の
研
究
授
業
に
触
れ
、

協
議
す
る
と
い
う
も
の
で
し

た
。
高
２
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は

旧
約
聖
書
で
、
コ
ヘ
レ
ト
の

言
葉
を
題
材
に
労
働
に
つ
い

て
考
え
る
授
業
で
し
た
。
豊

富
に
準
備
さ
れ
た
資
料
を
Ｉ

Ｃ
Ｔ
機
器
で
紹
介
し
な
が
ら

テ
ン
ポ
の
あ
る
授
業
が
展
開

さ
れ
ま
し
た
。
高
１
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
は
聖
書
概
論
と
新
約

聖
書
で
、
今
回
の
授
業
は
イ

エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
十
字
架

の
意
味
に
つ
い
て
考
え
る
も

の
で
し
た
。
松
隈
委
員
が
書

か
れ
た
教
科
書
を
も
と
に
生

徒
た
ち
に
語
り
掛
け
な
が

ら
、
内
容
を
深
め
て
い
く
授

業
で
し
た
。

　
藤
井
航
先
生
は
、
社
会
福

祉
法
人
イ
エ
ス
団
賀
川
記
念

館
の
主
任
で
あ
り
、
高
等
部

で
も
教
鞭
を
と
っ
て
い
ま

す
。
ご
自
身
が
当
事
者
と
し

て
、
担
当
し
て
い
る
ジ
ェ
ン

ダ
ー
・
セ
ク
シ
ャ
リ
テ
ィ
を

考
え
る
授
業
を
参
加
者
に
紹

介
し
ま
し
た
。
19
回
に
わ
た

る
授
業
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の

テ
ー
マ
が
か
な
り
掘
り
下
げ

ら
れ
て
お
り
、
生
徒
と
一
緒

六
本
木
ヒ
ル
ズ
は
直
下
型
地

震
を
は
じ
め
と
し
た
都
市
型

災
害
の
発
生
を
想
定
し
、

「
逃
げ
出
す
街
」
か
ら
「
逃

げ
込
め
る
街
」
へ
と
い
う
コ

ン
セ
プ
ト
の
も
と
、
地
下
に

巨
大
な
備
蓄
倉
庫
な
ど
を
備

え
て
い
ま
す
。

　
本
研
修
会
で
は
そ
の
備
蓄

倉
庫
見
学
な
ど
の
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
株
式
会
社
森
ビ

ル
の
協
力
に
よ
り
、
会
場
提

供
だ
け
で
な
く
、
同
社
か
ら

総
合
災
害
対
策
の
担
当
者
を

講
師
に
迎
え
、
地
域
防
災
・

減
災
の
取
組
み
に
つ
い
て
講

演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
一
企
業
の
取
組
み
と
い
う

枠
を
超
え
た
地
域
防
災
。

「
街
づ
く
り
」
が
本
業
の
企

業
な
ら
で
は
の
取
組
み
や
社

員
社
宅
を
近
隣
に
お
き
、
防

災
班
と
し
て
い
ざ
と
い
う
時

に
活
動
で
き
る
こ
と
を
条
件

と
し
て
希
望
者
に
住
ま
わ

せ
、
定
期
的
に
防
災
訓
練
を

重
ね
て
有
事
に
備
え
る
な

ど
、
組
織
の
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て
も
ご
説
明
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
、
防
災
備
蓄

品
の
メ
ー
カ

ー
に
も
参
加

い
た
だ
き
、

備
蓄
食
品
や

物
品
の
紹
介

な
ど
、
参
加

校
の
防
災
担

当
者
へ
の
情

報
提
供
を
行

い
ま
し
た
。

　
研
修
会
終

了
後
に
は
参

加
者
で
情
報

交
換
会
を
催

し
、
地
域
や

学
校
を
越
え

た
つ
な
が

り
、
平
時
の

備
え
と
し
て

の「
顔
の
見
え
る
」関
係
づ
く

り
の
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
ゲ
ス
ト
と
し
て

研
修
会
に
参
加
さ
れ
た
北
陸

学
院
・
岡
崎
裕
一
教
頭
か

ら
、
能
登
半
島
地
震
の
現
状

や
取
組
み
の
ご
報
告
、
キ
リ

ス
ト
教
学
校
教
育
同
盟
関
係

学
校
へ
の
謝
意
を
い
た
だ
き

ま
し
た
こ
と
、
感
謝
を
も
っ

て
お
伝
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

�

田
太
郎

〈
東
洋
英
和
女
学
院
小
学
部

　
関
東
地
区
大
学
部
会
の
２

０
２
３
年
度
研
究
集
会
が
、

昨
年
度
末
３
月
20
日
（
水
・

祝
日
）
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
研
究
集
会
は
、

「
Ａ
Ｉ
と
キ
リ
ス
ト
教
教
育

の
未
来—

新
た
な
転
換
期
に

立
つ
キ
リ
ス
ト
教
学
校
」
と

題
し
て
、
青
山
学
院
副
院
長

で
学
院
宣
教
師
、
文
学
部
教

授
の
シ
ュ
ー
土
戸 

ポ
ー
ル

先
生
に
基
調
講
演
を
い
た
だ

き
、
そ
の
後
、
短
い
時
間
で

し
た
が
、
参
加
者
か
ら
の
質

疑
応
答
と
、
意
見
交
換
の
時

間
を
持
ち
ま
し
た
。

　
本
紙
３
月
号
の
「
キ
リ
ス

ト
教
学
校
が
向
き
合
う
課

題
」
の
特
集
記
事
の
中
で
、

関
西
学
院
大
学
教
授
の
芦
名

定
道
先
生
が
、「
生
成
Ａ
Ｉ

時
代
が
始
ま
っ
た
！
」
と
い

う
文
章
を
寄
稿
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
今
回
の
関
東
大
学
部

会
の
企
画
は
、
は
か
ら
ず
も

同
盟
で
そ
の
テ
ー
マ
を
取
り

あ
げ
た
最
初
の
研
修
会
と
な

り
ま
し
た
。

　
芦
名
先
生
は
、
生
成
Ａ
Ｉ

は
キ
リ
ス
ト
教
教
育
に
と
っ

て
新
た
な
可
能
性
を
開
く
チ

ャ
ン
ス
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
シ
ュ
ー
先
生

も
、
同
じ
観
点
か
ら
、
Ａ
Ｉ

に
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
く

こ
と
の
具
体
的
な
メ
リ
ッ
ト

を
、
学
生
・
生
徒
の
場
合
、

教
員
の
場
合
、
事
務
職
員
の

場
合
と
、
使
う
側
の
立
場
の

違
い
に
即
し
て
指
摘
し
て
く

だ
さ
り
、
初
め
て
こ
の
テ
ー

マ
に
接
す
る
参
加
者
に
も
た

い
へ
ん
わ
か
り
や
す
く
、
ま

た
、
た
い
へ
ん
実
践
的
で
、

有
益
な
学
び
の
時
間
と
な
り

ま
し
た
。

　
現
在
の
Ａ
Ｉ
の
発
達
段
階

は
、
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
Ａ
Ｉ
（
ス

ト
ロ
ン
グ
Ａ
Ｉ
）
と
言
わ
れ

る
人
間
の
よ
う
に
自
ら
成
長

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な

段
階
か
ら
は
、
ま
だ
ま
だ
遠

い
段
階
だ
け
れ
ど
も
、
大
学

の
入
門
的
な
授
業
レ
ベ
ル
で

あ
れ
ば
、
か
な
り
精
確
な
正

し
い
内
容
を
提
供
す
る
と
こ

ろ
ま
で
来
て
い
る
の
で
、
こ

れ
を
う
ま
く
利
用
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
、

し
か
し
、
同
時
に
、
生
成
Ａ

Ｉ
に
は
な
い
人
間
の
固
有
の

能
力
と
は
何
か
、
人
間
が
人

間
で
あ
る
と
は
ど
う
い
う
こ

と
か
に
つ
い
て
、
学
生
と
教

員
が
共
通
理
解
を
持
っ
て
臨

む
こ
と
が
、
と
り
わ
け
学
生

自
身
の
成
長
の
た
め
に
重
要

に
な
る
と
の
指
摘
が
た
い
へ

ん
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

　
こ
の
テ
ー
マ
は
、
今
夏
開

催
予
定
の
全
国
大
学
部
会
研

究
集
会
で
も
引
き
続
き
取
り

あ
げ
て
、
更
に
学
び
を
深
め

て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

�

永
野
茂
洋

〈
前
明
治
学
院
大
学
教
授
、

関
東
地
区
大
学
部
会
23
年
度

実
行
委
員
長
〉

　
第
１
４
３
回
関
西
聖
書
科

研
究
会
は
、
２
月
18
日

（
日
）
～
19
日
（
月
）
の
日

程
で
関
西
学
院
高
等
部
を
会

場
と
し
て
行
わ
れ
、
関
西
地

区
各
校
か
ら
19
名
の
参
加
者

が
あ
り
ま
し
た
。

　
初
日
に
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
や
報
告
、
懇
親
会
が
行

わ
れ
、
二
日
目
の
研
究
会
は

ま
ず
学
校
の
礼
拝
を
守
る
こ

と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
中

学
部
の
礼
拝
に
参
加
し
、
メ

ッ
セ
ー
ジ
は
大
阪
女
学
院
中

学
校
・
高
等
学
校
宗
教
主
任

の
宮
岡
信
行
先
生
が
担
当
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
研
究
会
の

中
で
は
関
西
学
院
高
等
部
部

新
年
度
動
静

（
４
月
17
日
ま
で
文
書
で
の

報
告
分
。
前
年
度
未
掲
載
分

に
内
容
が
深
ま
る
授
業
に
見

受
け
ら
れ
ま
し
た
。
今
回
は

概
要
説
明
で
し
た
が
、
一
度

生
徒
を
交
え
た
研
究
授
業
に

参
加
し
た
い
と
筆
者
は
思
い

ま
し
た
。

　
も
う
ひ
と
つ
特
筆
す
べ
き

は
、
北
陸
学
院
中
学
校
・
高

等
学
校
の
馬
場
聖
史
聖
書
科

主
任
か
ら
の
能
登
半
島
地
震

に
関
す
る
現
場
報
告
で
す
。

地
震
に
よ
り
北
陸
学
院
の
関

係
者
、
建
物
も
影
響
を
受
け

た
よ
う
で
す
。
北
陸
学
院
は

学
院
キ
リ
ス
ト
教
セ
ン
タ
ー

を
支
援
窓
口
と
し
て
、
す
で

に
支
援
活
動
を
開
始
し
て
い

ま
す
。

　
今
回
の
研
究
会
の
内
容
は

研
究
授
業
が
中
心
で
し
た
。

キ
リ
ス
ト
教
学
校
の
基
軸
は

礼
拝
と
授
業
だ
と
す
れ
ば
、

今
回
の
研
究
会
は
大
変
意
義

深
い
も
の
だ
っ
た
こ
と
に
間

違
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

�

美
濃
部
信

〈
関
西
学
院
高
等
部�

聖
書

科
非
常
勤
講
師
〉

も
含
む
。
４
月
号
掲
載
分
は

省
略
。
敬
称
略
。）

〈
開
校
〉

九
州
ル
ー
テ
ル
学
院
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
小
学
部
（
上

妻
薫
校
長
）　
〒
８
６
０
︱

８
５
２
０
熊
本
市
中
央
区
黒

髪
３
︱
12
︱
16
☎096-377-

8999〈
所
在
地
地
名
変
更
〉

聖
隷
学
園

法
人
本
部
、
大
学
、
専
門
学

校
、
中
学
校
・
高
等
学
校
、

小
学
校
〒
４
３
３
︱
８
５
５

８
浜
松
市
中
央
区
三
方
原
町

３
４
５
３�

〈
統
合
〉

桃
山
学
院
大
学
と
桃
山
学
院

教
育
大
学
を
統
合
、
桃
山
学

院
教
育
大
学
人
間
教
育
学
部

を
桃
山
学
院
大
学
の
新
学
部

と
し
て
設
置

〈
共
学
化
〉

高
等
科
が
男
女
別
学
か
ら
共

学
へ
、
自
由
学
園
女
子
部
中

等
科
・
男
子
部
中
等
科
が
共

学
へ

青
山
学
院
横
浜
英
和
高
等
学

校　
女
子
校
か
ら
共
学
へ

大
阪
キ
リ
ス
ト
教
短
期
大
学

女
子
校
か
ら
共
学
へ

関
西
学
院
短
期
大
学
（
聖
和

短
期
大
学
）
女
子
校
か
ら
共

学
へ

〈
名
称
変
更
〉

自
由
学
園
高
等
科
→
自
由
学

園
高
等
部

自
由
学
園
女
子
部
中
等
科
、

男
子
部
中
等
科
→
自
由
学
園

中
等
部

㈻
大
阪
キ
リ
ス
ト
教
学
院
→

㈻
Ｏ
Ｃ
Ｃ

聖
和
短
期
大
学
→
関
西
学
院

短
期
大
学

〈
人
事
〉

北
星
学
園

大
学
・
大
学
短
期
大
学
部
学

長
＝
中
村
和
彦
、
女
子
中
学

高
等
学
校
校
長
＝
カ
レ
ン�

ベ
ッ
シ
ン

酪
農
学
園

大
学
附
属
と
わ
の
森
三
愛
高

等
学
校
校
長
＝
石
川
和
哉

事
務
局
長
＝
中
港
康
裕

弘
前
学
院

聖
愛
中
学
高
等
学
校
校
長
＝

長
内
弘
光
、
法
人
本
部
事
務

長
＝
佐
々
木
力

東
奥
義
塾

事
務
長
＝
柳
谷
誠

尚
絅
学
院

理
事
長
＝
佐
藤
司
郎

基
督
教
独
立
学
園

理
事
長
＝
石
原
潔

茨
城
キ
リ
ス
ト
教
学
園

茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学
学
長

＝
東
海
林
宏
司
、
事
務
局
長

＝
川
又
貴
志

三
育
学
院

鹿
児
島
三
育
小
学
校
校
長
＝

河
合
博
、、
沖
縄
三
育
小
学

校
校
長
＝
臼
井
浩
一
、
事
務

局
長
＝
平
尾
正
弘

東
京
キ
リ
ス
ト
教
学
園

理
事
長
＝
廣
橋
信
一
、
東
京

基
督
教
大
学
学
長
代
行
＝
山

口
陽
一
、
事
務
局
長
＝
小
町

継
太

青
山
学
院

大
学
学
長
＝
稲
積
宏
誠
、
初

等
部
部
長
＝
小
澤
淳
一

自
由
学
園

学
園
長
＝
更
科
幸
一
、
高
等

部
部
長
＝
佐
藤
史
伸
、
中
等

部
校
長
＝
山
縣
基

啓
明
学
園

事
務
長
＝
村
田
英
二

明
治
学
院

大
学
学
長
＝
今
尾
真

桜
美
林
学
園

理
事
長
＝
大
槻
達
也

立
教
学
院

立
教
池
袋
中
学
校
・
高
等
学

校
校
長
＝
吉
野
光

立
教
英
国
学
院

事
務
局
長
＝Jo

h
n�

Buckles

立
教
女
学
院

事
務
局
長
＝
恩
田
知
代

頌
栄
女
子
学
院

事
務
長
＝
森
田
真
里
子

東
洋
英
和
女
学
院

高
等
部
部
長
＝
石
澤
友
康

フ
ェ
リ
ス
女
学
院

大
学
学
長
＝
小
檜
山
ル
イ
、

中
学
校
・
高
等
学
校
校
長
＝

阿
部
素
子

捜
真
学
院

中
学
部
高
等
学
部
校
長
＝
島

名
恭
子

横
浜
英
和
学
院

学
院
長
＝
小
久
保
光
世

横
浜
学
院

事
務
長
＝
道
林
幹
也

横
浜
共
立
学
園

事
務
長
＝
濱
野
昭
洋

横
須
賀
学
院

院
長
＝
川
名
稔
、
中
学
校
・

高
等
学
校
校
長
＝
天
野
海

走
、
小
学
校
校
長
＝
山
口
旬

山
梨
英
和
学
院

院
長
＝
大
木
正
人
、
山
梨
英

和
中
学
校
・
高
等
学
校
校
長

＝
森
島
泰
則

清
水
国
際
学
園

清
水
国
際
高
等
学
校
校
長
＝

相
澤
優
次
、
事
務
局
長
＝
川

北
哲
野

北
陸
学
院

理
事
長
・
学
院
長
＝
堀
岡
満

喜
子
、
大
学
・
大
学
短
期
大

学
部
学
長
＝
矢
澤
励
太

金
城
学
院

事
務
局
長
＝
橋
本
哲
司

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
学
園

近
江
兄
弟
社
高
等
学
校
校
長

＝
春
日
井
敏
之

同
志
社

大
学
学
長
＝
小
原
克
博
、
国

際
中
学
校
・
高
等
学
校
校
長

＝
西
田
喜
久
夫
、
小
学
校
校

長
＝
野
田
遊
、
国
際
学
院
校

長
＝
土
屋
誠
司

平
安
女
学
院

大
学
学
長
＝
松
尾
光
洋

梅
花
学
園

梅
花
女
子
大
学
学
長
＝
河
村

圭
子

桃
山
学
院

中
学
校
・
高
等
学
校
校
長
＝

生
田
耕
三
、
事
務
局
長
＝
原

徹大
阪
女
学
院

理
事
長
＝
長
谷
川
洋
一
、
中

学
校
・
高
等
学
校
校
長
＝
山

﨑
哲
嗣

日
ノ
本
学
園

理
事
長
＝
橋
崎
良
治
、
姫
路

日
ノ
本
短
期
大
学
学
長
代
行

＝
津
田
由
加
子

関
西
学
院

短
期
大
学
学
長
＝
碓
氷
ゆ
か

り
、
中
学
部
部
長
＝
宮
川
裕

隆
、
初
等
部
部
長
＝
福
万
広

信松
蔭
女
子
学
院

院
長
＝
田
中
ま
き
、
神
戸
松

蔭
女
子
学
院
大
学
学
長
＝
徳

山
孝
子
、
法
人
事
務
局
長
＝

東
弘
彦

夙
川
学
院

事
務
局
長
＝
秋
田
寿

八
代
学
院

神
戸
国
際
大
学
学
長
＝
下
田

繁
則

キ
リ
ス
ト
教
愛
真
高
等
学
校

理
事
長
＝
水
戸
潔
、
事
務
長

＝
後
藤
学

福
岡
女
学
院

理
事
長
＝
廣
田
り
ょ
う
、
院

長
＝
守
山
惠
子
、
大
学
・
大

学
短
期
大
学
部
学
長
＝
副
島

雄
児

西
南
女
学
院

中
学
校
・
高
等
学
校
校
長
＝

松
下
範
枝

活
水
学
院

活
水
中
学
校
・
高
等
学
校
校

長
＝
石
村
直
義

長
崎
学
院

長
崎
外
国
語
大
学
学
長
＝
石

川
昭
仁

九
州
ル
ー
テ
ル
学
院

院
長
＝
光
永
尚
生
、
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
小

学
部
校
長
＝
上
妻
薫

地下備蓄倉庫を見学

保存期限７年のパンの紹介 災害対策担当者の講演

関西学院中学部の礼拝に参加

大学部会
2023年度研究集会

（オンライン開催）

関東地区

関西地区

第
１
４
３
回

第
１
４
３
回

　

聖
書
科
研
究
会

　

聖
書
科
研
究
会

加
盟
校
動
静

（
２
面
よ
り
つ
づ
く
）

部
長
、
関
東
地
区
災
害
支
援

連
絡
会
議
実
行
委
員
長
〉
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公
　
募

夙川学院

増谷 義男（1890－1971）
った学校は戦災で焼失したので、2代目の理事
長・校長であった増谷義男（かめの養女くらの
夫）は、1948年に校舎を西宮の夙川に移転し、
校名を夙川学院中学高等学校に改称しました。
義男は、多くの人が精神的な荒廃の中にあっ
て、これを救うのはキリスト教教育であると痛
感した、ということです。彼もキリスト者では
なかったので、近くの関西学院のパルモア宣教
師にキリスト教教育を依頼し、自らも妻ととも
に洗礼を受けて、キリスト教教育に熱心に取り
組み、特に礼拝、聖書の時間に力を入れまし
た。礼拝を通して、洗礼を受ける生徒や教師も
多数いたということです。
　その後、夙川学院には短期大学もでき、その
教育理念として「愛と誠実」を掲げましたが、
これは義男が導入したキリスト教教育の中心と
しての「愛」と創立者かめが掲げた「誠実」な
生き方を合わせたものです。これは現在でも尊
重され、夙川学院の教育の土台となっていま
す。� 樋口　進〈夙川学院院長〉

　夙川学院は、1880（明治13）年に神戸の地
に、増谷かめによって創設された裁縫塾に遡
り、144年の歴史を歩んでいます。かめは、キ
リスト者ではありませんでしたが、単に女子に
裁縫の技術だけを教えるのでなく、最初から人
間教育・人格教育を目指し、「徳の高い、堅実
な女性の養育」を掲げて教育を行い、誠実な生
き方を奨励しました。その後、裁縫塾は次第に
発展し、増谷高等女学校として普通科の私立学
校になりましたが、やはり人間教育に力が注が
れました。
　キリスト教教育が導入されたのは、第二次世
界大戦後になってからです。大戦中に神戸にあ

101

キリスト教教育者キリスト教教育者キリスト教教育者キリスト教教育者

物　語物　語物　語物　語

マ
ク
レ
イ
記
念
館
開
館

マ
ク
レ
イ
記
念
館
開
館

新
た
な「
知
の
拠
点
」

新
た
な「
知
の
拠
点
」

（
青
山
学
院
青
山
キ
ャ
ン
パ
ス
）

（
青
山
学
院
青
山
キ
ャ
ン
パ
ス
）

＜行事予定＞　※予定は状況により変更することがあります。
６／７～８　第112回定時総会
� （関東学院関内キャンパス・オンライン併用）
　　15　　　第69回東日本小学校教職員協議会�（聖学院小学校）
７／20～22　第68回事務職員夏期学校�（山梨県北杜市・清泉寮）
　　29～31　第11回中堅教員リトリート
� （同志社びわこリトリートセンター）
８／１～２　第66回中高研究集会� （西南学院大学）
　　７～９　第９回全国災害支援連絡会議
� （九州ルーテル学院大学・益城町・人吉市）
　　19～21　第4回教員リフレッシュ研修（合宿）
� （奈良県洞川温泉）
　　22～23　第14回中堅事務職員リトリート
� （同志社大学今出川キャンパス）
　　23～24　第4回中小規模学校連携協力懇話会
� （横浜女学院中学校・高等学校）
　　30　　　第11回大学新任教員研修会� （オンライン）
９／６～７　第10回全国事務局長・事務長会議�（関西地区予定）
　　９　　　第68回大学部会研究集会� （オンライン）
　　11～12　第4回キリスト教活動担当事務職員研修会
� （西南学院大学）
　　13～14　第57回全国聖書科研究集会
� 〈啓明学院中学校・高等学校〉

　
今
年
の
春
は
花
冷
え
も
あ

り
東
京
の
桜
満
開
は
４
月
４

日
、
久
し
ぶ
り
に
桜
の
咲
く

入
学
式
と
な
っ
た
学
校
も
多

か
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
事

務
局
は
最
も
忙
し
い
時
期
に

重
な
り
ま
し
た
が
、
通
勤
の

車
窓
や
各
地
か
ら
の
風
景
に

心
が
癒
や
さ
れ
ま
し
た
。
桜

の
名
所
と
さ
れ
る
能
登
鹿
島

駅
の
映
像
は
見
事
で
被
災
地

に
思
い
を
馳
せ
ま
し
た
。

　
新
年
度
の
異
動
が
例
年
に

な
く
多
数
に
上
り
ま
す
。
継

承
と
改
革
が
求
め
ら
れ
る
転

換
期
に
学
園
リ
ー
ダ
ー
の
働

き
が
守
ら
れ
る
こ
と
を
、
ま

た
混
沌
と
し
た
時
代
に
あ
っ

て
同
盟
の
研
修
と
出
会
い
が

活
か
さ
れ
る
こ
と
を
祈
り
ま

す
。�

事
務
局
長

応
募
締
切
＝
５
月
31
日

問
合
せ
＝
☎03-3583-0696

▽
（
学
）
フ
ェ
リ
ス
女
学
院

職
種
＝
専
任
事
務
職
員　
若

干
名

採
用
予
定
日
＝
８
月
１
日

応
募
締
切
＝
５
月
16
日

問
合
せ
＝

　

saiyo@
ferris.ac.jp

音
楽
科　
特
別
教
諭
各
１

名
採
用
予
定
日
＝
25
年
４
月
１

日
応
募
締
切
＝
６
月
６
日

問
合
せ
＝
☎03-3407-7463

▽
普
連
土
学
園
中
学
校
・
高

等
学
校

職
種
＝
聖
書
科
、
英
語
科
、

理
科
（
生
物
）
常
勤
講
師

各
１
名

採
用
予
定
日
＝
25
年
４
月
１

日
応
募
締
切
＝
５
月
17
日

問
合
せ
＝
☎03-3451-4616

▽
恵
泉
女
学
園
中
学
・
高
等

学
校

職
種
＝
社
会
科　
嘱
託
教
員

又
は
非
常
勤
講
師
１
名

採
用
予
定
日
＝
８
月
１
日

応
募
締
切
＝
５
月
27
日

問
合
せ
＝
☎03-3303-2115

▽
立
教
新
座
中
学
校
・
高
等

学
校

職
種
＝
①
理
科
（
化
学
）
②

保
健
体
育
科　
教
諭
各
１

名
採
用
予
定
日
＝
25
年
４
月
１

日
応
募
締
切
＝
①
５
月
27
日
②

５
月
31
日

問
合
せ
＝
☎048-471-2323

▽
聖
学
院
中
学
校
・
高
等
学

校職
種
＝
美
術
科　
非
常
勤
講

師
１
名

採
用
予
定
日
＝
25
年
４
月
１

日
応
募
締
切
＝
５
月
18
日

問
合
せ
＝
☎03-3917-1121

▽
同
志
社
女
子
中
学
校
・
高

等
学
校

職
種
＝
社
会
科
（
地
理
）　

専
任
教
員
１
名

採
用
予
定
日
＝
25
年
４
月
１

日
応
募
締
切
＝
５
月
29
日

問
合
せ
＝
☎075-251-4305

▽
聖
坂
支
援
学
校

職
種
＝
教
諭
（
小
中
高
）
１

名
採
用
予
定
日
＝
25
年
４
月
１

日
応
募
締
切
＝
６
月
３
日

問
合
せ
＝
☎045-622-2974

▽
（
学
）
明
治
学
院

職
種
＝
専
任
事
務
職
員
①
中

途
②
新
卒　
各
若
干
名

採
用
予
定
日
＝
①
10
月
１
日

②
25
年
４
月
１
日

応
募
締
切
＝
５
月
20
日

問
合
せ
＝
☎03-5421-5117

▽
東
洋
英
和
女
学
院
中
学
部

高
等
部

職
種
＝
養
護
嘱
託
職
員
１
名

採
用
予
定
日
＝
９
月
１
日

▽
活
水
女
子
大
学

▼
看
護
学
部
看
護
学
科

職
種
＝
母
性
看
護
学　
准
教

授
、
講
師
又
は
助
教
１
名

採
用
予
定
日
＝
25
年
４
月

応
募
締
切
＝
９
月
30
日

問
合
せ
＝
☎0957-27-3005

▽
青
山
学
院
中
等
部

職
種
＝
国
語
科
、
社
会
科
、

　
２
０
２
４
年
４
月
、
本
学

青
山
キ
ャ
ン
パ
ス
に
新
た
な

「
知
の
拠
点
」
と
し
て
「
マ

ク
レ
イ
記
念
館（
18
号
館
）」

が
開
館
し
ま
し
た
。
建
物
名

称
は
、
青
山
学
院
の
源
流
で

あ
る
「
女
子
小
学
校
」「
耕

教
学
舎
」「
美
會
神
学
校
」

の
３
つ
の
学
校
の
う
ち
、

「
美
會
神
学
校
」
の
創
設
者

に
し
て
青
山
学
院
の
初
代
院

長
の
ロ
バ
ー
ト
・
Ｓ
・
マ
ク

レ
イ
を
記
念
し
て
名
付
け
ら

れ
ま
し
た
。
青
山
キ
ャ
ン
パ

ス
に
は
本
学
の
発
展
を
支
え

た
ジ
ョ
ン
・
Ｆ
・
ガ
ウ
チ
ャ

ー
の
名
を
付
し
た
ガ
ウ
チ
ャ

ー
記
念
館
、
間
島
弟
彦
の
名

前
を
付
し
た
間
島
記
念
館
が

あ
り
ま
す
。
マ
ク
レ
イ
記
念

館
開
館
に
よ
り
、
メ
イ
ン
ス

ト
リ
ー
ト
を
挟
ん
で
、
３
つ

の
記
念
館
に
よ
る
ト
ラ
イ
ア

ン
グ
ル
が
形
成
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

総
合
的
な
学
術
情
報
施
設

　
マ
ク
レ
イ
記
念
館
は
図
書

館
、
情
報
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ラ
イ
テ

ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
集
約
し

た
総
合
的
な
学
術
情
報
施
設

で
す
。

　
「
知
の
ス
パ
イ
ラ
ル
」
を

コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
、
イ
ン

プ
ッ
ト
→
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
→

イ
ン
プ
ッ
ト
の
知
の
サ
イ
ク

ル
を
体
感
的
に
実
現
で
き
る

場
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

　
地
下
１
階
・
１
階
は
情
報

学
習
フ
ロ
ア
、
２
～
６
階
は

図
書
館
フ
ロ
ア
と
な
っ
て
い

ま
す
。
情
報
学
習
フ
ロ
ア
は

「
知
と
の
出
会
い
」
を
実
現

す
る
空
間
と
し
て
、
全
学
生

に
関
連
の
あ
る
Ｐ
Ｃ
教
室
、

語
学
や
最
先
端
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

（
情
報
通
信
技
術
）
を
学
べ

る
設
備
環
境
を
整
え
て
い
ま

す
。
ま
た
図
書
館
フ
ロ
ア
の

２
～
４
階
は
「
知
を
拡
げ

る
」
場
所
と
し
て
、
個
人
で

文
献
を
読
む
だ
け
で
な
く
、

学
生
同
士
で
学
び
合
え
る
ラ

ー
ニ
ン
グ
コ
モ
ン
ズ
な
ど
を

設
け
て
い
ま
す
。
５
・
６
階

は
「
知
を
深
め
る
」
た
め
の

専
門
的
な
文
献
や
研
究
個
室

の
ほ
か
、
学
外
と
の
オ
ン
ラ

イ
ン
会
議
に
も
対
応
で
き
る

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー

ム
を
配
置
し
、
よ
り
専
門
性

の
高
い
学
習
や
討
論
の
で
き

る
環
境
を
提
供
し
て
い
ま

す
。

　
同
時
に
、
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ

イ
フ
の
Ｈ
Ｕ
Ｂ
と
し
て
、
教

室
外
で
の
学
習
・
知
的
交
流

の
場
を
提
供
し
て
い
き
ま

す
。
学
生
時
代
に
、
キ
ャ
ン

パ
ス
の
中
で
立
ち
寄
り
滞
在

す
る
こ
と
が
一
番
多
い
建
物

・
場
所
と
な
り
、
多
様
な
学

生
の
姿
に
触
れ
、
交
流
す
る

こ
と
で
、
青
学
生
と
し
て
の

知
的
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

形
成
に
貢
献
で
き
る
場
所
に

な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
シ
ャ
ロ
ー
ム
・�

　
　
　
　
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　
マ
ク
レ
イ
記
念
館
の
大
学

図
書
館
２
階
に
は
、
建
学
の

精
神
の
見
え
る
礎
の
一
つ
と

し
て
「
青
山
学
院
シ
ャ
ロ
ー

ム
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
が
併

設
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
に

は
、「
聖
書
図
書
館
」（
東
京

銀
座
、
２
０
１
７
年
閉
館
）

が
所
蔵
し
て
い
た
世
界
の
聖

書
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
２
７
０
０

冊
余
り
が
、
一
般
財
団
法
人

日
本
聖
書
協
会
か
ら
の
寄
託

を
受
け
て
配
架
さ
れ
て
い
ま

す
。
世
界
初
の
活
版
印
刷
で

あ
る
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
聖
書

（
複
製
版
）
や
、
ラ
テ
ン
語

か
ら
部
族
語
ま
で
５
０
０
言

語
以
上
の
聖
書
が
移
設
さ

れ
、
さ
ら
に
ウ
ェ
ス
レ
ー
な

ら
び
に
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
関

連
図
書
も
併
せ
置
か
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
場
所
が
、
本
学

の
学
生
の
み
な
ら
ず
研
究
者

や
一
般
の
来
館
者
も
含
め

て
、
末
永
く
世
界
の
平
和
を

願
い
、
信
仰
と
学
問
を
つ
な

ぐ
新
た
な
知
の
拠
点
、
そ
し

て
青
山
学
院
の
戻
る
べ
き
原

点
を
確
認
す
る
シ
ン
ボ
リ
ッ

ク
な
ス
ペ
ー
ス
と
な
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
稀
覯
本
と
さ
れ

る
聖
書
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
も
保

有
し
て
お
り
、
折
あ
る
ご
と

に
展
示
し
て
学
生
や
来
館
者

の
目
に
触
れ
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。

　
今
後
、
学
外
の
研
究
者
・

一
般
の
方
々
に
も
シ
ャ
ロ
ー

ム
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
図
書
の

館
内
閲
覧
が
可
能
と
な
る
よ

う
準
備
を
す
す
め
て
い
ま

す
。

�

〈
青
山
学
院
大
学
図
書
館
〉 ２階　シャローム・ライブラリー

２
階　
閲
覧
ス
ペ
ー
ス

４
階　
閲
覧
ス
ペ
ー
ス


